
1

Page: 1Technology Center

ＴＩＳ株式会社
竹内 祐介

テスト構造化ツール「テストツリー」による
効率的なレビューの実践
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１．テストケースレビューの必要性

現在テストの自動化が進んでいる

レビューによるテストケースの品質確保が重要

・どのようなテストケースを作成するかは
テスト設計者のスキルに依存している

・テスト設計者は経験の少ないＳＥがアサインされがち

JUnit

Cactus

お世話になって
おります。

Page: 4

２．プロジェクトの課題

ある保守プロジェクトのＰＬの課題…

レビューの負荷が高く、効率化を行う必要があった

・リリース頻度が高かった(月１回)
－レビュー頻度が高い（月４～５回）
・テストケース設計者の経験が少なかった
ー念入りなレビューが必須
・テストケースは量が多い（テスト300～500ケース）
ーレビューに時間がかかる（1回２時間程度）

機能テストのお話

テスト設計者は
１～２名
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３．レビュー効率向上のための方策

１．テストケースをすばやく理解できる

２．テストケースをすばやく検査できる
①検査方法自体の効率化
②テストケース自体の品質が良い

１ .理解する
時間

２ .検査する
時間＋＝

レビュー
時間

レビュー時間を短縮するには？
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３．レビュー効率向上のための方策 ～従来のレビュー～

テスト設計者 テストケース

テストケース
を作成する

何からはじめればいい？
テスト技法をどう使えばいい？

テストケースそのものよりも、
テストケースを作成する手順をレビューしたほうが効果的

テストケースの
観点がずれている

テストケースに
漏れがある

レビュー

今までどうやってレビューしていたか？
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３．レビュー効率向上のための方策 ～作成手順のレビュー～

テストケース

テストケース
を作成する

同値限界値
同値

経験則

テストケース
を作成する

経験者

テストの構造

テストの構造
を作成する

モレ検出

＝
レビュー

スキルＵＰ

テストツリー

テストケース作成手順のレビュー方法は？
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４．テストツリーの紹介 ～サンプル～

目的の確認（What）
何ができれば、OKか

テストケースの全体構造をツリー上に表現したもの

（ロジックツリーがベース）

テストの全体構造
どのようにテストする
か（How）
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４．テストツリーの紹介 ～テストケースの洗い出し方法～

受注伝票を、正しく
発行できる

発行できない場
合を検証

発行できる場合
を検証

未承認の場合、発行で
きないことを検証

発行権限がない場合、
発行できないことを検証

So How ？

So How ？

何が検証でき
ればＯＫか？

順序立てて考えやすい

全体を理解しやすい漏れを検出しやすい
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５．テストツリーの導入効果

・レビュー効率アップ
レビューアが全体像を理解しやすくなった
欠陥をすばやく指摘できるようになった

・テストケース設計者のスキルアップ
レビュー前テストケースの品質向上
繰り返すことでより高い効果あり

レビュー時間を約３０％削減できた

平均１２０分が８０分に！
・テストツリーのレビュー ６０分
・テストケースのレビュー ２０分
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６．まとめ

テストツリーの導入により
設計過程の検証を行うことができた

・レビューの効率化
・テスト設計者のスキルアップ

レビューを教育の場として活用すべき

ＯＪＴで使ってみま
せんか？


